
領域平均 順位

A小学校 1

B小学校 2
C小学校 3
D小学校 4
E小学校 5
F小学校 6
G小学校 7
H小学校 8
I小学校 9
J小学校 10
K小学校 11
L小学校 12
M小学校 13
N小学校 14
O小学校 15
P小学校 16
Q小学校 17
R小学校 18
S小学校 19
T小学校 20
U小学校 21

→

各
校

の
領
域

別
正

答
率
を

合
計

ま
た
は

平
均

す
る
こ

と
に

よ
り

序
列
化

    
８
月
14
日
に
開
催
さ
れ
た
和

泉
市
教
育
委
員
会
定
例
会
で
、

各
学
校
が
「
全
国
学
力
調
査
」

結
果
を
保
護
者
・
地
域
に
配
布

す
る
プ
リ
ン
ト
（
左
の
雛
形
）

に
、
各
校
の
領
域
別
正
答
率
を

記
載
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま

し
た
。
情
報
公
開
制
度
等
を
利

用
し
て
全
校
の
プ
リ
ン
ト
を
入

手
す
れ
ば
、
市
内
全
小
中
学
校

の
序
列
化
を
行
う
こ
と
が
可
能

に
な
り
ま
す
。

数
値
削
除
を
求
め
る

泉
北
教
組

請
願
は
不
採
択

    
和
泉
市
教
委
は
、
こ
れ
ま
で

学
校
の
序
列
化
に
反
対
し
て
き

ま
し
た
。

昨
年
３
月
市
議
会
で
指
導
課

長
は
「
学
校
別
の
平
均
正
答
率

が
示
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
保

護
者
や
塾
等
の
間
で
学
校
別
の

正
答
率
が
広
く
知
れ
渡
り
ま
し

て
、
そ
れ
が
学
校
別
の
平
均
正

答
率
が
予
測
さ
れ
る
こ
と
で
、

ま
る
で
教
育
活
動
全
て
に
対
す

る
評
価
で
あ
る
よ
う
に
捉
え
ら

れ
る
点
、
そ
れ
に
よ
る
学
校
の

序
列
化
、
地
域
の
格
付
等
に
つ

な
が
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
学
校
別
の
公
表
に

つ
い
て
は
控
え
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。」
と
答
弁
。

ま
た
一
昨
年
、
「
大
阪
府
学

力
調
査
」
に
不
参
加
を
決
定
し

た
時
の
保
護
者
宛
プ
リ
ン
ト
は

「
結
果
の
取
扱
い
に
よ
り
、
序

列
化
が
懸
念
さ
れ
る
と
と
も
に
、

地
域
や
自
校
を
愛
す
る
心
を
育

て
よ
う
と
す
る
市
の
教
育
方
針

に
そ
ぐ
わ
な
い
た
め
、
参
加
を

見
合
わ
せ
ま
す
。
」
と
し
て
い

ま
し
た
。

今
回
の
和
泉
市
教
委
の
方
針

転
換
に
反
対
し
て
、
泉
北
教
組

は
「
各
学
校
の
領
域
・
観
点
別

正
答
率
の
数
値
及
び
グ
ラ
フ
を

削
除
す
る
こ
と
。
」
を
求
め
て

請
願
書
を
提
出
し
ま
し
た
が
、

残
念
な
が
ら
採
択
さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
不
採
択
の
理
由
は
右

の
通
り
で
す
。
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「集団的自衛権」の行使反対。教え子を再び戦場に送るな。

泉州ﾋﾟー ｽｱｸｼｮﾝ恒久平和のつどい

西谷文和さんの講演他
９月２０日(土)14:00～
和泉ｺﾐｾﾝ３階ﾎｰﾙ
参加協力券（５００円）

各学校（「本校」）の教科ごと

の領域別正答率の数字とグラフ

が「大阪府」「全国」と比較し

て記載される。【下に拡大】

和泉市教育委員会から泉北教組への
請願不採択通知

【不採択とする理由】

「平成２６年度全国学力・学習状況調査 調査結果」

の取扱いについては、学校が保護者等に、数値を含

めてより詳細に説明責任を果たすことは重要であり、

各学校の情報を保護者等に積極的に伝え、発信し、

共有することで学校の教育活動をより理解していた

だき、地域からの支援や協働体制の充実を図るため

に、各学校に公表を指示する必要がある。


